
特定非営利活動法人美容週間振興協議会
第３回会員総会　議事時録

日時　：　平成２３年３月１７日　１４：００~１５：００
場所　：　㈱アリミノ　B−１アリミノホール
記録係：　間々田孝行　田尾大介　滝川裕史　
出席者：　正会員数　294名に対し　出席者数194名(出席者62名　委任状132通)。
　　　　　定款第４章第26条により、過半数(148名)を超えている事で当会員総会が
　　　　　成立している事を事務局より報告がなされた。

理事長挨拶(瀧川晃一理事長)
・ 会員総会への出席に対する謝意と共に、東北関東大震災に対する被災者にお見舞いの
   挨拶があった。このような情勢の中で開催中止も検討したが、既に多数の方がご案内
　 によって多忙なスケジュールを割いて頂いているので開催する事にした。
・NPO法人美容週間振興協議会としての大きな仕事は次期実行委員長の選出と実行委員会
　が活動する資金を集める事である。本年度は、高根実行委員長が選出され、活動／資金
　とも順調に推移している。

会議議長選任の経緯
・ 議長の選任方法を諮ったところ、満場一致を持って瀧川晃一氏が議長に選任された。
　それに伴い、以下 瀧川晃一議長が議事を進行する。

議案１、理事の増員に対する選出（報告事項）
・ 現在理事の定数は30名あり、内10名の枠が残っている。今年は3名を加え23名 にし 
  たい。具体的には、村上信一郎氏／山野晃氏／川合清文氏の3名である。推薦理由は、3
　 名とも過去の実行委員長経験者で、現在の実行委員会を熟知し美容週間運動に対して非
常に協力的である事。又、山崎有宏氏が所属企業内人事移動により理事を退任し同社の高
澤直輔氏が新理事となる事の報告があった。この議案に対して、満場一致で賛意がなされ
た。

議案２、議事録署名人について
・ 議長から議事録署名人を指名したい旨を述べたところ、満場異議なく賛成があったの
で、
議長は次の者を議事録署名人に指名した。
　議事録署名人　間々田 孝行
　議事録署名人　滝川 裕史
　議事録署名人　田尾 大介

議案３、平成22年度事業報告（議決事項）
・ 川合清文前実行委員長から平成22年度の事業報告書をもとに報告がなされ、満場一致で
承認された。

議案４、平成22年度決算報告（議決事項）
・ 事務局／行本則通氏から平成22年度の決算報告書をもとに報告がなされた。損益計算
書、

　 貸借対照表及び歳出入の詳細が配布資料に基づき報告され、その後足立監事の代理人渡
辺
　 泰人氏より適法かつ適正である事が監査結果報告として報告され、満場一致で承認され
た。

議案５、平成23年度事業計画（議決事項）
・ 高根良徳実行委員長より平成23年度事業計画書を基に事業計画が報告された。
基本的には昨年度の活動を継承するが、今年度新たに美容師拡大をテーマにした運動を
出身高等学校に向けて発信する。美容専門学校との橋渡しになるよう努め、業界発展に
寄与したい。(高等学校の進路指導を担当する先生方に、美容業及び美容専門学校進学の
知識を正しく持って戴き生徒達を指導して欲しい事を提唱する。＝通信・夜間・奨学金等)　
又、会員数増強にも力を入れて活動する。現在754名の会員を1,000名にする。今年に
なってから既に、宮崎支部／熊本支部が立ち上がり、広島県でも同様の動きになってい
る。
これらの計画に対して満場一致で承認された。



議案６、平成23年度事業予算計画（議決事項）
・ 事務局／行本則通氏より平成23年度事業計画書をもとに事業予算計画が報告された。
平成23年度事業計画に基づいた歳入予算計画書、歳出予算計画書(①②)表をもとに事業予
算計画が報告され、満場一致で承認された。

最後に田尾有一副理事長から、高根良徳実行委員長を会員全員で協力しバックアップし
て、
この大変な時期を美容業界の復興、繁栄に全力を入れてゆきましょう。との辞があった。

以上

上記の議決を明確にするため、議長及び議事録署名人において、次に記名捺印する。
平成２３年３月２５日

議　長　　　　　　　　瀧川 晃一

議事録署名人①　　　　間々田 孝行

議事録署名人②　　　　滝川 裕史

議事録署名人③　　　　田尾 大介


